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(2) 

海

化

包

汚
水
中

ジ

目
標
と
し
て
、
昭
和

ω年
に
認
可
を
受
け
、

魚
津
市
公
共
下
水
道
。

セ
ン
タ
ー
」
「
港
町
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
」
が
通
水
し
て
、
日
月
ー

さ
れ
ま
し
た
。

排
水
や
工
場
排
水
な
ど
の
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
自
然

活
環
境
の
実
現
と
河
川
や
海
の
汚
れ
を
防
ぐ
な
ど
の
重
要
な

に
処
理
さ
れ
放
流
さ
れ
る
か
な
ど
、
運
転
が
開
始
さ
れ
た
ば

!
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す。

広報うおづ側側側 側 欄 欄 欄 欄 欄 欄 州側側側糊側側側欄側側側欄側側側側側側欄欄州側側側欄欄欄側側側欄欄州側関平成 3年10月

臼
年
か
ら
建
設

第一期事業

6，078，200千円

(76，838m) 
574，000千 円

5，132，300千円

11，780，000千円

仙川月

1
日
か
ら

処
理
開
始
会

沼
回
取
大

1
9
0
0
.u
を
処
理

魚
津
市
公
共
下
水
道
は
、
平
成

η

年
の
完
成
時
に
は
、
処
理
人
口

4

7

5
0
0
人、

一
日
量
大
処
理
汚
水
量

3
5
2
0
0
.町
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
処
理
開
始
は
、
下
水
道
管

の
埋
設
工
事
が
終
了
し
た
区
域
を
中

心
に
(
広
報
9
月
号
に
掲
載
)
行
わ
れ

ま
す
。
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
第

一
期
事
業
が
完
成
す
る
と
、
処

理
人
口

1
7
9
0
0
人
、
一
日
最
大

1
1
9
0
0
.貯
の
汚
水
を
処
理
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
日
一
人
あ
た
り
約
6

6
0
4
の
汚
水
を
処
理
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
、
台
所
、

洗
濯
、
風
目
、
ト
イ
レ
な
ど
で
使
用

し
流
し
て
い
る
水
が
、
一
日
一
人
あ

た
り
約

2
5
0
4
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
2
倍
以
上
の
汚
水
を

処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

部
区
域
)

処
理
開
始
に

あ
た
っ
て

下水道課長

村崎新毅

市
民
の
み
な
さ
ん
が
待
望
し
て
い

た
公
共
下
水
道
の
運
転
が
叩
月

1
日

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
施
設
に
は
、
川
や
海
を
き

れ
い
に
し
て
、
健
康
で
快
適
な
生
活

環
境
の
確
保
と
、
公
共
用
水
域
の
水

質
の
保
全
を
図
る
と
い
う
、
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
長
い
年
月
と
、
多
く

の
費
用
を
か
け
て
出
来
た
施
設
で
す
。

水
洗
便
所
の
新
設
、
改
造
工
事
等
、

排
水
設
備
の
設
置
に
は
、
一
時
に
ま

と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
市
で
も
水
洗
化
資
金
の
融
資
、

利
子
補
給
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
早
く
排

水
設
備
工
事
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ

の
施
設
の
有
効
な
利
用
を
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



平成 3年10月…一一一一一一…一一…一広報うおづ(3) 

① 

沈

砂

池

下
水
道
管
を
通
し
て
流
入
し

て
き
た
汚
水
を
ゆ
る
や
か
に
流

し
て
、
土
砂
な
ど
を
沈
め
取
り

除
き
ま
す
。

②
最
初
沈
殿
池

沈
砂
池
で
処
理
さ
れ
た
汚
水

を
ゆ
っ
く
り
流
し
、
小
き
な
浮

遊
物
を
沈
殿
き
せ
ま
す
。

③
工
ア
レ

l
シ
ヨ
ン

タ
ン
ク

最
初
沈
殿
池
で
処
理
し
た
汚

水
を
好
気
性
微
生
物
の
働
き
に

よ

っ
て
き
れ
い
に
し
ま
す
。
空

気
を
吹
き
込
み
微
生
物
の
活
動

を
よ
り
活
発
に
し
ま
す
。
小
き

な
汚
れ
が
、
大
き
な
固
ま
り
と

な
っ
て
沈
殿
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

④
最
終
沈
殿
池

エ
ア
レ
|
シ
ョ
ン
タ
ン
ク
で

処
理
さ
れ
送
ら
れ
て
き
た
汚
水

の
汚
物
を
沈
殿
さ
せ、

上
澄
み

の
き
れ
い
な
水
を
消
毒
施
設

へ

送
り
ま
す
。

⑤

消

毒

施

設

最
終
沈
殿
池
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
上
澄
み
水
に
、
塩
素
を
注

入
し
滅
菌
し
て
放
流
し
ま
す
。

B
O
B口
(

略

/

nb
)
以
下

川口一
む
ま
で
き
れ
い
に
処
理

家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
雑
排
水

た
と
え
ば
、
米
の
と
ぎ
汁
(
2
4
)
は

B
O
D
3
2
0
0
(時
/
4
)
、
み
そ
汁

l
杯
(
2
0
0
M
)
は
B
O
D
3
5
0

0
0
(
時

/
t
)
と
い
う
よ
う
に
非
常

に
汚
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
魚
が

住
め
る
ほ
ど
の
水
質
に
戻
す
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
浴
槽
(
3
0

0
4
)
4
・
3

杯
、
4
・
7
杯
分
の
水
を
必
要
と
し
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
流
れ
込
ん

で
く
る
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
を

B
O
D
口
(
略
/
t
)
(
計
画
放
流
水

質
)
以
下
に
ま
で
き
れ
い
に
し
て
か

ら
放
流
し
ま
す
。

B
O
D
(生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)

水
中
の
汚
濁
物
質
(
有
機
物
)

が
微
生
物
に
よ

っ
て
酸
化
分
解

さ
れ
る
と
き
に
必
要
と
さ
れ
る

酸
素
量
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど

汚
れ
て
い
ま
す
。

お

願

い

く
み
取
り
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ

て
い
る
家
庭
で
下
水
道
処
理
に
変
更

す
る
方
は
、
事
前
に
左
記
の
許
可
業

者
へ
く
み
取
り
、
浄
化
槽
清
掃
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
く
み
取
り

章
魚
津
環
境
衛
生

g
n
|
3
3
3
1

0
浄
化
槽
清
掃

窓
魚
津
清
掃
公
社

g
n
|
0
3
1
1

会長

谷口喜博さん

き
れ
い
な
川
や
海
で

サ
ケ
を
迎
え
た
い

H

鴨
川
を
サ
ケ
が
戻
っ
て
く
る
よ
う

な
き
れ
い
な
川
に
し
よ
う
。
と
、
5
年

前
か
ら
「
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
」
や
「
清
掃

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
、
以
前
と
比
べ
る
と
随
分
き

れ
い
に
な
り
、
ド
ブ
な
ど
に
多
く
見

ら
れ
る
イ
ト
ミ
ミ
ズ
や
ヒ
ル
な
ど
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
サ
ケ
の
そ
上

も
昨
年

M
匹
確
認
し
ま
し
た
。
今
年

は
印
匹
以
上
の
そ
上
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
き
れ
い
に
な

っ
た
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
汚
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
の
た
め
上
流
の
水
を
止
め
、
流

れ
を
止
め
る
と

2
時
間
も
経
た
な
い

内
に
水
は
濁

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生

活
雑
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
た
め

で
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
公
共

下
水
道
に
よ
る
汚
水
の
処
理
が
始
ま

り
ま
し
た
。
生
活
雑
排
水
が
流
れ
込

ま
な
く
な
り
ま
す

0

・
私
た
ち
が
す
っ

と
待
っ
て
い
た
こ
と
で
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
す
。
き
れ
い
な
川
や
海
を
サ

ケ
た
ち
も
待

っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
:
:
:
と
思
い
ま
す
。
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白
γ
刈
一

昭
和
田
年
、
市
制
叩
周
年
を
記
念
し
て
建
設
が
計
画
さ
れ
た
桃
山
運
動
公
園
に
硬

式
野
球
場
に
続
き
、
陸
上
競
技
場
が
完
成
し
、

m月
m日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

完
成
し
た
陸
上
競
技
場
は
、
平
成
2
ま
ほ
か
ら
運
動
公
園
の
第
二
期
工
事
と
し
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
第
2
種
公
認
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

面
積

2
0
0
0
0.m
、
収
容
人
員
6
4
2
0人
の
北
陸
で
も
有
数
の
施
設
で
す
。

川森
本
陸
連
第

2
種

目
本
陸
上
競
技
連
盟
で
は
、
走
路
富
山
陸
上
競
技
場
は
第

1
種
、
魚
津

(
ト
ラ
ッ
ク
)
の
距
離

や

設

備

な

ど

の

市

営

吉

田

グ

ラ

ウ

ン

ド

は

第

3
種
)。

状
況
に
応
じ
て
、
第

l
種
か
ら
第

5

第

2
種
公
認
陸
上
競
技
場
で
は
、

極
ま
で
の
陸
上
競
技
場
の
公
認
制
度
県
民
体
育
大
会
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
、

を
設
け
て
い
ま
す
。

北
信
越
レ
ベ
ル
の
大
会
、
ま
た
広
浜

桃
山
陸
上
競
技
場
は
、
そ
の
中
の
良
子
選
手
な
ど
が
活
躍
し
て
い
る
実

第

2
種
公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て
認
業
団
陸
上
競
技
大
会
な
ど
の
全
国
大

定
さ
れ
た
陸
上
競
技
場
で
す
。
第

2

会
も
開
催
で
き
ま
す
。

種

公

認

陸

上

競

技

場

は

、

高

岡

市

営

国

内

の

ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の

城
光
寺
陸
上
競
技
場
に
次
い
で
、
県

活

躍

を

目

の

あ

た

り

に

観

戦

で

き

る

内
で
は

2
番
目
と
な
り
ま
す
。

(
県
営

こ
と
で
し
ょ
う
。

一川国
宝
競
技
場
に
も
使
用
さ
れ
た
(
県
内
初
)

全
天
候
型
ウ
レ
タ
ン
舗
装
ト
ラ
ッ
ク

桃
山
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ

ッ
ク
(
競
せ
た
も
の
)
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
し

走
路
)
は
、
一
周

4
0
0
m
、

8
コ

た

が

、

桃

山

陸

上

競

技

場

の

ト

ラ

ッ

|
ス
、
全
天
候
型
ウ
レ
タ
ン
舗
装
に
ク
は
、
新
し
く
開
発
さ
れ
た
ノ
ン
チ

な

っ
て
い
ま
す
。

ッ

プ
工
法
(
ウ
レ
タ
ン
自
体
で
組
面

全
天
候
型
ト
ラ

ッ
ク

と

い

え

ば

、

仕

上

げ

を

し

た

も

の

)

で

仕

上

げ

ら

今
ま
で
は
チ

ッ
プ
工
法
(
ウ
レ
タ
ン
を

れ
て
い
ま
す
。

粉
砕
し
た
チ

ッ
プ

を

ま

い

て

付

着

さ

こ

の

ノ

ン

チ

ッ
プ
工
法
は
、
今
夏

陸
上
競
技
場

魚津市陸上競技
協力会

理事長松本勇さん

2
0
0
0年
国
体
を
め
ざ
し
て

第

3
回
世
界
陸
上
選
手
権
大
会
が

8
月
幻
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た

っ
て
国

立
競
技
場
で
行
わ
れ
、
こ
の
大
会
で

3
つ
の
世
界
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
個
人
の
努
力
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
競
技
場
周
囲
の
環
境

と
そ
の
設
備
の
良
さ
も
大
き
な
要
因

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
桃
山
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
は
、
環
境
、
設
備
ど
れ
を
と
っ

て
も
す
ば
ら
し
い
施
設
で
す
。

2
0
0
0
年
に
は
、
国
民
体
育
大

会
が
富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ

の
す
ば
ら
し
い
競
技
場
で
練
習
を
重

ね
、
技
術
を
磨
き
、
市
民
の
中
か
ら

一
人
で
も
多
く
の
国
体
出
場
選
手
が

出
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



般
使
用
は
来
年

4
月
か
ら

桃
山
陸
上
競
技
場
は
、
日
本
海
を

一
望
で
き
、
総
に
つ

つ
ま
れ
た
美
し

い
環
境
の
中
に
あ
り
、
設
備

・
規
桜

と
も
に
幣
備
さ
れ
た
立
派
な
施
設
で

す
。大

会
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
日
ご

ろ
の
総
門
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し

て
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
使
用
は
来
年

4
月
か
ら
で

す
。
使
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
使
用
申
し
込
み
は
、

北
山
野
球
場

E
n
|
0
0
7
7
・

桃
山
隙
上
競
技
場
E
U
1
8
2
8
2
.

峨3 年10 片 ……………州側州側~……側関側州側側関側関側~~広報うおづ(5) 

区 分 単位 金額

有料の場合 日 61，800円
大

日 10，300 
tヨ』エ 無料の場合 午前 5，150 

午後 6，180 

団 体 日 5，150 
制i

(30人以上の|刊行本) 半 日 2，580 

{凶|一般 1人に 100 
功t刀I 

人|学生及び児童生徒 2っII .~'きj-IIJ 50 

i
・
サ
ッ
カ
ー
に
も

使
用
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド

高
跳
び
、
円
盤
投
げ
、
や
り
投
げ

な
ど
の
競
技
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
(
ト

ラ

ッ
ク
の
内
側
に
設
け
ら
れ
た
競
技

場
)
は
、
芝
舗
装
が
さ
れ
、
た
い
へ
ん

緑
美
し
い
競
技
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
1
0
7
m
、
縦
九

m
の

広
さ
が
あ
り
、
他
の
陸
上
競
技
場
よ

り
広
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ラ
グ
ビ
ー

(
l
o
o
m
×
ω
m
)
や

サ

ッ
カ
ー

(
1
0
5
m
×
侃

m
)
の

あ
の
カ
ー
ル

・
ル
イ
ス
と
レ
ロ
ィ

・

バ
レ
ル
の
対
決
な
ど
世
界
の
ト

ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
技
を
競
っ
た
「
引

世
界
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

(
8
月

M
日
1
9
月

1
日
)
」
の
舞
台
と
な
っ

た
国
立
競
技
場
(
東
京
、
千
駄
ヶ
谷
)

の
ト
ラ

ッ
ク
と
同
じ
も
の
。
走
り
の

時
の
キ

ッ
ク
や
着
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ
ス
や
コ
ー
ナ
ー
部
で

の
横
ぶ
れ
が

起
こ
り
に
く
い
(
す
べ
り
に
く
い
)
た

4月1日カ‘ら 11月30日まで・利用期間

め
大
会
開
催
前
か
ら
す
ば
ら
し
い
記

録
が
出
る
ト
ラ

ッ
ク
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
期
待
通
り
同
大
会
で
は
、

ト
ラ

ッ
ク
競
技
で

3
つ
の
世
界
新
記

録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

一
度
に

3
つ

の
世
界
記
録
が
生
ま
れ
た
大
会
は
、

今
ま
で
に
は
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の

H

最
高
仰
の
折
り
紙
が
つ
け

ら
れ
た
ト
ラ

ッ
ク
が
、
桃
山
陸
上
競

技
場
に
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

試
合
に
も
使
用
で
き
ま
す
。
ワ
ー
ル

ド
カ

ッ
プ
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
の

国
際
大
会
の
開
催
も
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

2
0
0
0
年
富
山
国
体
で
魚
津
市

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
軟
式
野
球
の

ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
会
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
桃
山
陸
上
競
技
場

は
、
富
山
国
体
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の

メ
イ
ン
会
場
に
な
り
ま
す
。

き
る
ス
タ
ン
ド

ス
タ
ン
ド
階
(
叩
段
)
に
は
、

1
7
0

0
人
を
収
容
で
き
る
観
客
席

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
芝
ス
タ
ン
ド
に
な

っ

て
い
る
サ
ブ
ス
タ
ン
ド
や
パ

ッ
ク
ス

タ
ン
ド
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

1
6
0

0
人
、

3
1
2
0
人
の
観
客
が
収
容

で
き
、
収
容
観
客
数
は
、
合
計
6

4

2
0
人
と
な
り
ま
す
。

ら
れ
、

小西貴久くん

(吉島小学校5年)

思
い
つ
き
り

定
っ
て
み
た
い

桃
山
陸
上
競
技
場
の
こ
と
を
先
生

か
ら
聞
い
た
の
で
、
お
母
さ
ん
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
い
見
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
所
で
、
思
い

つ
き
り
走
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

僕
は

l
o
o
m
競
走
が
得
意
で
、

今
は
、
日
秒
く
ら
い
で
走
り
ま
す
。

毎
日
練
習
し
て
カ
ー
ル

・
ル
イ
ス
の

記
録
を
ゃ
ぶ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

a::乙
須田早苗さん

(道下小学校6年)

小
学
校
体
育
大
会
、
か

だ
の
し
み

私
は
持
久
走
が
得
意
で
、
去
年
の

市
内
の
小
学
校
体
育
大
会
で
は
道
下

小
学
校
の

6
0
0
m
の
選
手
と
な
っ

て
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
、
今
年
は
新
し
く
で
き

た
桃
山
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
る
と

聞
い
て
大
変
た
の
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
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山
口
川
山
県
と
魚
山
市
が
住
山
地
区
で

建
設
を
予
定
し
て
い
る
「
県
新
川
文

化
ホ

l
ル
」(
似
称
)
の
指
名
設
計
鋭

技
結
果
が
発
表
さ
れ
、
最
優
秀
作
品

に
山
下
設
計

(東
京
都
)
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

同
ホ
ー
ル
は
、
県
東
部
の
芸
術
文

化

・
生
誕
学
背
の
拠
点
と
し
て
、
総

事
業
費
mw
億
5
0
0
0
万
円
を
投
じ

て
建
設
さ
れ
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
総
床
面
積
1
2

9
6
5
肘
で
、
県
が
大
ホ
ー
ル
部
門
、

魚
津
市
が
展
示

・
会
議

・
学
習
部
門

を
整
備
し
ま
す
。

今
後
、
基
本
設
計

・
実
施
設
計
に

入
り
、
四
年
度
着
工

・
六
年
度
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

施
設
の
概
要

・
大
ホ
ー
ル

(
1
2
0
0
)

音
楽
を
中
心
に
、
ク
ラ

ッ
シ
ッ

ク
音
楽
に
適
し
た
残
響
一

・
九
秒

を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

-
小
ホ
ー
ル

(
3
0
0
)

演
劇
を
主
と
し
、
県
内
最
多
の

叩
室
の
楽
屋
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

-
展
示
会
議
学
習
棟

柱
の
な
い
無
柱
空
間
と
し
て
多

様
な
形
式
に
対
応
す
る
展
示
ホ
ー

ル
や
、
大
小
の
会
議
室
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
駐
車
場

8
1
8
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
。

行
政
相
談
週
間
叩
月
日
日
(
土

)
i
m
日
(
日
)

な
ん
で
も
相
談
所
を
開
設

-
と
き
/
叩
月
お
日
(
金
)
午
後
1
時

1
4時

.
と
こ
ろ
/
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
百
楽
荘
」

「
富
山
県
民
手
帳
」

平
成
4
年
版

「
富
山
県
民
手
帳
」
が
今
年
も
発
行
さ
れ
ま
す
。

県
勢
資
料
か
ら
身
近
な
生
活
情
報
ま
で
わ
か
り
や
す
く
編
集
し
て
あ
り

ま
す
。

-
領
布
価
格

・

表

紙

・
申
込
期
限

・
申
込
方
法

総
務
庁
で
は
、
日
月
日
日
(
日

)

か
ら
凶
日
(
土
)ま
で
の
一
週
間
を

「行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
各
航

行
事
を
全
国

二
斉
に
実
施
し
ま
す
。

魚
津
市
で
も
、
な
ん
で
も
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
年

金

・
保
険

・
税
金

・
登
記
・福
祉
・

道
路

・
公
害

・
交
通
安
全
・
J
R
-

N
T
T
な
ど
国
の
役
所
や
特
殊
法

人
な
ど

の
仕
事
に
つ
い
て
、

苦
情

や
困

っ
た
こ
と
知
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
機
会
に
ご

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
行
政
相
談
委
員
及
び
富

平
成

4
年
版

l
冊
仰
円

亦
と
黒
の
二
段
傾

叩
月
幻
日

(月
)

地
区
の
各
班
で
回

山
行
政
院
祭
事
務
所
で
は
、
い
つ

で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

0

.
行
政
相
談
委
員

住
音
智
恵
子
さ
ん
(
自
宅
)
末
広

町
叩
|
口

合
辺
|
2
9
0
6

-
富
山
行
政
監
察
事
務
所

富
山
市
牛
島
新
町
日
!
?
富
山

合
同
庁
舎
5
階

合
0
7
6
4
|
訂

1
1
1
0
0

発
行

覧
さ
れ
る
申
込
書
で
区
長
を
通
じ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-

間

合

先

市
総
務
課
行
政
係

g
n
1
2
2
0
0
内
線
加
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9
丹
市
議
会
定
例
会
は
、

9
日
か
ら
初
日
ま
で
の
ロ
日
間

の
日
程

で
聞
か
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
加
議

案
の
う
ち
ロ
議
案
は
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
、
平
成

2
年
度
一
般
及
び
特
別
会
計
な
ど
決
算
認
定

に
か
か
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審
議
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議

決

ート
} 

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第

2
号
)

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
十

一
億
七
千
百
十

五
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
一
億
六

百
二
十
四
万
六
千
円
と
し
ま
す
。

広報うあ、づ(7) 

れ

案

件

た補
正
さ
れ
た
予
算
の
主
な
内
容
は

総
務
費

市
制
問
十
周
年
記
念
市

勢
要
覧
等
印
刷
費
五
百
七
十
万
円
な

卜

f

」。民
生
費

保
育
運
営
費
一
千
五
百

二
十
九
万
円
。

農
林
水
産
業
費

水
田
農
業
確
立

対
策
費
三
百
二
十
一
万
円
、
団
体
営

農
道
務
備
事
業
費
等
に
六
千
四
-
白
二

十
.h
万
円
な
ど
。

土
木
費

市
道
の
改
良
、
舗
装
、

補
修
費
等
に
九
千
四
百
九
十
万
円
、

文
化
町
五
号
線
築
造
事
業
費
四
千
九

百
二
十
六
万
円
な
ど
。

教
育
費

埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

ー
ク
捺
備
事
業
費
一
億
三
百
三
十
七

万
円
な
ど
。

災
害
復
旧
費

農
林
災
害
復
旧
費

一
千
三
百
十
九
万
円
。

こ
れ
ら
の
経
貨
の
財
源
と
し
て
、

地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
市

債
を
充
当
し
ま
す
。

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
一
千
八

百
三
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億
六

千
五
百
三
万
円
と
し
ま
す
。

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第
1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
二
百
七

十
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
九
千
七
百
九
十

万
円
と
し
ま
す
。

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

(第

1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
百
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
二
千
百
三
十
九
万
円
と

し
ま
す
。

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
一
千
五

百
二
十
五
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
九

千
八
百
十
五
万
円
と
し
ま
す
。

V
平
成

3
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

収
益
的
収
支
の
部
に
お
い
て
収
入

及
び
支
出
の
予
算
額
を
七
百
五
十
万

円
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
億
一
千
八

百
三
万
八
千
円
と
し
ま
す
。

V
魚
津
市
印
鑑
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

V
魚
津
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

V
経
団
保
育
園
改
築
工
事
請
負
契
約

の
変
更
な
つ
い
て

基
礎
工
事
の
工
法
変
更
に
よ
り
三

百
五
十
万
二
千
円
を
追
加
し
、
一
億

三
千
三
百
二
十
八
万
二
千
円
に
契
約

変
更
し
ま
す
。

V
魚
津
市
文
化
の
園
造
成
工
事

(
1

エ
区
)
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て契
約
金
額

一
億
六
百
六
十
万
五
千
円

契
約
相
手
先

千
四
建
設

・
森
長
組
魚
津
市
文

化
の
園
造
成
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
千
田
建
設
(
株
)

取
締
役
社
長
千
田
則
行

人
事
案
件

V
任
期
満
了
に
伴
う
魚
津
市
監
査
委

員
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

北
鬼
江
一
七
一
五
番
地

細

田

重

正

氏

V
任
期
満
了
に
伴
う
魚
津
市
教
育
委

員
会
委
員
の
再
任
に
つ
い
て
同
意

新
宿
三
番
二

O
号

三
由

貿
氏

継
続
審
議
と
な
っ
た
案
件

マ
平
成

2
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
及
び
魚
津
市
下
水
道

事
業
、
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
、

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業
、
魚

津
市
老
人
保
健
医
療
事
業
、
魚
津

市
農
業
共
済
事
業
、
魚
津
市
水
族

館
事
業
の
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
並
び
に
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
特
別
委
員
会
委
員

。
森

内

俊

雄

朝

野

彰

二

総

坂

昭

弘

津

崎

尚

武

田

中

光

幸

(O
委
員
長

〈敬
称
略
〉

O
窪

田

信

夫

野

沢

幸

昭

経

津

稔

中

田

尚

野

崎

栄

吉

O
副
委
員
長
)
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カ
ます

m
H
1
日
か
ら
印
鉱
山
寂
紘
一品
川
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
総
公
カ
ー
ド
制
を
導
入
し
、
印
鑑
査
録
証
明
事
務

の
正
体
、
簡
素
化
を
図
り
ま
す
。

今
ま
で
「
実
印
」
に
よ
リ
行

っ
て
い
た
印

鑑
証
明
が
「
カ
ー
ド
」
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
伴
う
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

句・・・・

三室主議議主語義援窪

切
り
替
え
期
間

平
成

3
年
間
月

1
日
i
平
成

5
年

3
月
引
日

一一一-一一一一ー一一三司11(;;;副島圃~

二二二三-=圭関空竺写室長言

芳Eヨ業三時土=宇~でa一一

三三豆奪議議書

切
り
替
え
の
方
法

。
手
続
き
先

市
役
所
市
民
課
窓
口

岱
辺
|
2
2
0
0

内
線

1
1
1

0
切
り
替
え
期
間

平
成

3
年
日
月
1
日
j

平
成

5
年

3
月
白
日

※
期
間
中
に
手
続
き
が
さ
れ
な
か

っ

た
場
合
は
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
新
た
に
登
録
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
登
録
し
て
い
る
実
印
を
持
参

L
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
手
続
き
が
済
み
次
第
、
カ
ー
ド
を

お
渡
し
し
ま
す
。

。
カ
ー
ド
交
付
は
、
無
料
で
す
。

。
代
理
人
が
手
続
き
歩
ャ
す
る
場
合
は
、

代
理
人
選
任
届

(窓
口
に
あ
り
ま

す
)
と
代
理
人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

※
印
鑑
証
明
書
の
請
求
が
あ

っ
た

時
に
切
り
替
え
手
続
き
も
同
時

に
行
い
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

平
成

4
年
4
1
月
4
1

日
か
ら

占

事 項 改 正 日リ 改 正 後

(ア)支給対象 第 2 子 以降 ・'第 1子以 降

(イ)支給期間 小学 校入学前 ・~ 3 歳未 il:~j

(ウ)支給金額

第 l 子 5，000円(月額)

第 2 子 2，500円(月額)・~ 5，000円(月額)

第 3子以降 5，000円(月額)・~ 10，000円(月額)

印鑑登録証明制度が
ド(印鑑登録証〉方式に

変わり

正改な王

-
市

社

会

福

祉

課

婦

人

児

童
係

岱
辺
|
2
2
0
0

内
線

1
2
4

※
印
鑑
、
申
請
者
名
儀
(
父
税
)
の
口

座
を
持
参
(郵
便
局
の
も
の
は
除
く
)

支給期間に関する経過措置

給
期
間
を
改
定

平成6年1月~平成5年1月~平成4年1月~千丁現

3歳未満

(平成 3年 1月2日以後に生まれた児童)

2歳未満l 歳未満子l 第

3歳未満4歳未満5歳未満小学校入学前子2 第

3歳未満4歳未満5歳未満小学校入学前第 3子以降



平成 3年10月…一一一一一一一……一一
一新
℃
く

登
録
す
る
方
法

ヘ
・
初
め
て
印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
J

一・
登
録
印
鑑
を
変
更
す
る
と
き

一

一・
登
録
印
鑑
を
紛
失
し
て
、
新
た

一

/

に

登

録

す

る

と

き

¥

O
手
続
き
先

市
役
所
市
民
課
窓
口

。
登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

。
カ
ー
ド
交
付
は
、
無
料
で
す
。

。
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、

代
理
人
選
任
届
が
必
要
で
す
。

本
人
が
手
続
き
を
し
た
場
合
、

次
の
い
ず
れ
か
を
持
参
す
れ
ば
す

ぐ
に
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
す
。

O
運
転
免
許
証

O
官
公
署
の
発
行
し
た
免
許
証

・

許
可
証

・
身
分
証
明
書
(
顔
写

真
付
き
で
割
印
、
浮
出
し
プ
レ

ス
を
押
し
た
も
の
)

O
魚
津
市
で
印
鑑
登
録
を
受
け
て

い
る
人
の
保
証
書
(
保
証
人
の

実
印
が
必
要
)

※
代
理
人
が
手
続
き
を
し
た
場
合

は
、
本
人
の
登
録
意
思
を
文
書

で
確
認
し
て
か
ら
、
後
日
カ
ー

ド
を
渡
し
ま
す
。

広報うあ、づ

切
り
替
え
手
続
き
は
、
出
雑
が
予
想
さ
れ
、
多
少
時
間
が
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(9) 

;カー
印!

廃鑑ド
止登交
.録付
改の後
印の

。
次
の
場
合
は
、
印
鑑
登
録
の
廃
止

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
印
鑑
登
録
を
廃
止
す
る
と
き

O
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
を
改
印
す

る
と
き

O
登
録
印
鑑
を
紛
失
し
た
と
き

O

カ
l
ド
を
紛
失
し
た
と
き
、
ま

た
は
破
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
た

と
込
C

再
登
録
は
初
め
て
の
手
続
き
と
同

じ
で
す
が
、
カ
ー
ド
交
付
手
数
料

2
0
0
円
が
必
要
で
す
。

川問一
鑑
証
明
の
請
求

。
交
付
申
請
書
(
窓
口
に
あ
り
ま
す
)

に
カ

l
ド
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

。
実
印
は
い
り
ま
せ
ん
。

。
代
理
人
の
場
合
も
同
様
で
す
。

※
-証
明
書
発
行
枚
数
の
本
人
宛
通
知

は
、
カ
ー
ド
交
付
後
は
行
い
ま
せ
ん
。

カ
ー
ド
交
付
が
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
平
成
5
年
3
月
訂
日
ま
で
は

従
来
ど
お
り
実
印
で
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。

議
緑
で
き
る
印
鑑

。
住
民
基
本
台
帳
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
、
ま
た
は
氏
、
名
を

表
わ
し
て
い
る
も
の
。

。
形
(丸
、
四
角
、
惰
円
な
ど
)
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
外
輪

の
あ
る
も
の

。

一
人
一
個

。
印
鑑
の
大
き
さ

印
影
が
大
き
さ
が

8
ミ
リ
(一

辺
の

長
さ
)
の
正
方
形
に
収
ま
ら
ず
、
お

ミ
リ
の
正
方
形
に
収
ま
る
も
の

印鑑を合わせて

ください

日

。
× 噛

回

z
 

議
録
で
き
な
い
印
鑑

。
氏
名
の
ほ
か
、
職
業
、
資
格
な
ど

の
事
項
を
表
わ
し
て
い
る
も
の

。
ゴ
ム
印
な
ど
印
面
が
変
化
し
や
す

い
も
の

O
印
彬
の
照
合
が
凶
難
な
も
の

。
機
械
彫
り
で
大
量
に
作
ら
れ
て
い

る
も
の

O
他
人
が
登
録
を
し
て
い
る
も
の 原寸大× 

V
可
燃
物

(休
日
で
も
収
集
し
ま
す
)

収
集
日
が
祝

・
祭
日
に
あ
た

っ
て
も
収
集
し
ま
す
o

v
不
燃
物

(休
日
は
収
集
し
ま
せ
ん
)

収
集
日
が
日
曜
・
祝
祭
日
に
あ
た
っ
た
場
合
は
翌
日
収

集
と
な
リ
ま
す
。(
連
休
の
場
合
は
翌
々
日

)

。
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
当
日
朝

8
時
ま
で
に
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。



(10) 

魚
津
の
碑
め
ぐ
り
・
:
:
:
⑦

約

行

も

維

を

山

市

一

た

お

い

以

を

る

に

業

年

ソ

リ

ら

会

引

い

所

作

お

し

得

が

の

が

て

一

川

た

流

年

な

会

川

つ

。
が

時

い

る

お

め

介

凶

行

す

ち

2

て

よ

。
眺

hm-
の

に

ま

た

約

い

に

た

を

。

ブ

川

秋

リ

リ

、

公

所

し

り

た

火

の
ん川
社
川
跡
之
仰
は
、
魚
川

ラ

W

と

な

寄

り

が

業

ま

辺

し

刷

市

勤

労

刊

少

年

ホ

ー

ム

(
火
の
山

ク

点

布

に

年

入

か

件

リ

た

ま

糊

人

問

年

目

お

に

な

山

あ

つ

い

剛

町

)
の

恥
ド
車
場

(
ホ
|
ム
山
側

・

在

日

付

年

た

小

お

魚

が

な

て

剛

末

しム
町
)
の
中
に
建

っ
て
い
る
。

市

川

、

げ

し

た

、

一屯

ス

に

べ

削

げ

i

、

川

は

で

に

つ

え

北

ビ

い

食

剛

一村
本
の
火
の
山
」
で
知
ら
れ
る

日

刷

。
動

年

子

戊

た

終

、

一

れ

に

酬

大

の
ザ
土
は
、
附
利
引
年

9
月
刊

4

ぐ

た

爪

今

を

い

し

を

に

サ

き

う

酬

'lf

H
J
W
し

の

、

ま

桜

ま

業

ち

の

、

そ

酬

H
の
大
火
で
焼
失
し
て
し
ま
い
、

H
 

U
-
Z
4

で

が

い

た

ン

は

し

酬

E

仰

い

の

ぷ

行

リ

メ

ち

い

捌

今

は

札

の

が

失

山

杜

(神
町
杜
・杵

l
i
l
-
-

附
築
社
・市
姫
社
・稲
前
社
)
と
合
肥

!

"
 

i
b
g
'g

附
さ
れ
て
魚
沖
神
社
と
改
称
さ
れ
て
』

一

F
f

z

刷

zh~

削
い
る
。

一
ふ

、

側

¥一~一J

附

こ

の

火

の
山
社
は
、
順
徳
天
h
E

E

L

-

L
る
ヘ

ヘk
p
h
・
J
の
第
三
皇
女
を
祭

っ
た
も
の
と

伝

え

こ

の
地
に
埋
め
、
燃
と
し
て
杉

の
本

山内

4

馴
ら
れ
て
い
る
。

を
航
え
て
神
木
と
し
、
山
を
建
て
「
姫

幽
開

L
Z
A
1
3

…

川

、

¥

酬

天

皇
が
恭
久
の
乱
ご

二

二

一
年
)

の

山
」
と
あ
が
め
て
皇
女
を
お
祭
リ

密

g
¥
叫
に
敗
れ
て
佐
渡

へ
匙

さ

れ

た

と

き

、

し

て

き

た

。

γ

¥

山
皇
女
と
乳
母
と
文
山
郎
と
い
う
家
来

宝
暦
年
間
に
な

っ
て
、
「
姫

の
山
L

U

仰
が
従

っ
て
い
た
が
、

皇
女

、

乳

母

、

は

お

そ

れ

お

お

い

と

「
火
の
山
」
に
改

eゆ
h

a
剛
文
四
郎
の
三
人
は
魚
津
の
村
木
の
浦

め

ら

れ

た

と

言
わ
れ
る
。

J
P
H
.

・
E

W

三
十

叶
日

a

に
と
ど
ま
り
、
日
の
神

の
神
話
を
伝

こ

の
仰
は
、
大
火
後
魚
沖
神
社
に

え
、
浦
人
達
の
幸
福
と
浦
の
繁

栄

を

合

配

さ

れ

る

に

あ
た

っ
て
、
氏
子
た

FVF
1主

は
か

つ
て
い
た
。
と

こ

ろ

が

、

ま

も

ち

が

、

火

2
2
f刻
し
て

氷

河

、、

L

な
く
皐
女
が
亡
く
な
ら
れ
た

の
で、

く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
昭
和
お

糸
d
khf

-

浦

人

達

が

大

変

悲

し

み

、

口

が

ら

を

年

3
月
に
こ

の
跡
地
に
建
て
た
。

広報うあ、づ

きれいになりましたよ

火
の
宮
社
旧
跡
、
之
碑

一一…一…一一一一一闘機闘機関一平成3年10J J 

8月25日、市役所前，llji:!IIJ持て"児童 クラフ"Jili合会の子供たち

が企画したイベン ト「子供天国チャップ リン」が行われ、 ヨ'.さ

がし、 Oxゲーム、ラジコンラリーなどの楽しいゲームで大

勢の親子連れでに ぎわっていました。

開会式に引き続き行われた宝さがしは、市役所同ij公凶|付に

予め隠してあ った宝も の(番号の書いたカード )を探し、それ

を係員まで持っていくと折リ紙なとoの景lf11をもらえるという

もの。

一人でいくつも見付ーける子供もいれば、なかなか見付ける

ことができない親子も-一。(親が足手まといになっているよう )

探し回った末、見付けることができなかった子供たちにも紙

ふうせんが配られました。

焼きそば‘やかき氷なとoの屋台もあり、地耐に)J裂をおろして

事 それらをおいしそうに食べている親子の姿も見られました。

ミ』ー ー欝芋例~一 ー--

子供天国チャッフ。リン

-
L
の
ク
h
m
l
フ

-・世岬噌F・v

ら
・
こ
ん
せ

l
る
・
の
く
ち
ゅ

l
る



平成 3 年1 0月………………………………側関側~悶広報うおづ。1)

H

ら

・
こ
ん
せ

l
る

・
の
く
ち
ゅ

l

る

は々
、
昭
和
白
年
に
新
川
地
区
で
初

剛
め
て
結
成
さ
れ
た
社
会
人
吹
奏
楽
団
。

棚
「
そ
れ
ま
で
は
、
魚
津
高
校
と
魚
津
工

刷
業
高
校
の

O
B
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

削

l
プ
で
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

幽
い

っ
そ
の
事
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

酬
に
や
ろ
う
」
と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

畑

ら

・
こ
ん
せ

i
る

・
の
く
ち
ゅ

l

削
る
と
は
、

H

夜
の
演
奏
家
。
と
い
う
意

削
味
の
フ
ラ
ン
ス
語
、
仕
事
な
ど
の
都

E

A
n
で
夜
し
か
練
習
が
で
き
な
い
こ
と
ュ
」
「
小
柳
和
行
の
世
界
」
な
ど
の
イ

か
ら
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
べ
ン
ト
や
各
地
区
の
祭
り
な
ど
。

魚
津
工
業
高
校
の
筆
秀
樹
先
生
が
命

「
う
ま
い

、
へ
た
な
ん
て
関
係
あ
り

名
し
ま
し
た
。

ま
せ
ん
。

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
ワ
イ

団
員
は
約

ω名
。
毎
週
水

・
土
曜
ワ
イ
や
っ
て
い
る
の
が
楽
し
い
ん
で

日
の

2
回
、
夜

7
時

か

ら

魚

津

工

業

す

。

た
だ
今
、
団
員
募
集
中
、
音
楽

高
校
の
音
楽
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

の
好
き
な
人
で
あ
れ
ば
初
心
者
の
方

演
奏
は
、
年
l
回
の
定
期
演
奏
会
や
で
も
大
歓
迎
で
す
。

一
度
練
習
を
の

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

・
オ
ブ

・
ミ
ラ
ー
ジ

語
気
丈
込
と
ヌ

寺

崎

友

紘

く

ん

(忠
義

・
順
子
さ

ん
夫
妻
の
次
男
)
東
城

平
成

2
年

2
月
四
日
生
ま
れ

ウーマンフェティパル市予選
9月 8日、富山県ウーマンフェスティバル魚津市予選

が市総合体育館で行われ、フレ ッシュテニスと大縄跳び

の競技に 、市内13地区から集まったお母さんたち約150人

が軽やかなステ ップ(? )で取り組んでいました。

日ごろからスポーツに親しんでおり、体力には自信が

あったはずですが、そこは、やはり 00一大縄跳びを終

えた後、息が上がって座わりこんでしまうお母さんもい

ました。

フレ ッシュテニスでは、大縄跳びのためか、スポンジ

ボールに思わぬ変化があ ったとか・・・・・・。

それぞれの優勝チームは、 11月17日に立山町で開催さ

れる県大会に魚津市の代表として出場します。

大縄跳び 加積チーム

フレッシュテニス 岡崎 ・寺田組(道下)

石崎 ・佐伯組(本江) 行沢 ・伊東組(上野方)

徳本 ・島田組(本江) 大城 ・高岸組(村木)

収穫…喜びたくさん

し、 戸、

o )乙お

気父
て。さ

たん
くの

;v 
つ

て
ほ
し

松

永

智

沙

ち

ゃ

ん

(
正
美

・
栄
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
青
島

平
成
元
年
ロ
月

7
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

親
の
言
、
っ
事
を
聞
く
、

女
の
子
に
な
っ

τね
。

や
さ
し
い



。2)

国
四
圃

φ

一

園町伊

広報うあ、づ欄悶悶悶悶悶悶悶悶悶闘 関 関 側 欄 欄 欄 欄 欄 闘 関 欄 欄 欄 欄 樹 齢欄欄欄側側欄欄齢、ぬ嚇側側関織、 平 成 3年10円

日
月
8
日
(火
)
・
日
日
(水
)

午
前
9
時
ぬ
分

1
5
時

・
場
所

8
日
は
市
役
所
大
会
議
室
・

凶
日
は
市
役
所
前
広
場
と
市
役
所

大
会
議
室

・
内
容

8
日
は
成
分
献
血

-m日

は
成
分
献
血
と
全
血
献
血

・
間
合
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
係

へ
。

-
用
水
路
の
減
水
と

-
断
水

県
と
魚
津
市
で
は
、
用
水
路
工
事

の
た
め
、
次

の
と
お
り
用
水
路
を
減

水

・
断
水
し
ま
す
。

*
県
の
用
水
路
工
事

・
減
水
区
域

片
貝
川
左
岸
下
流
幹

線
用
水
路

叩
月

8
日
(
火
)i
ロ

月
げ
日
(
火
)

天
神
野
用
水
路

叩
月
8
日
(
火
)i
u

月
初
日
(
金
)

-
減
水
期
間

-
断
水
区
域

・
断
水
期
間

-
間
合
先

魚
津
農
地
林
務
ぃ事
務
所

耕
地
課

(
宮
弘
|
5
3
1
1
)
へ
。

安
市
の
用
水
路
工
事

・
断
水
区
域

下
情

・
荒
井
用
水
路

全
域

・
断
水
期
間

叩
月
7
日
(月

)i
ロ

月
初
日
(金
)

市
農
林
土
木
課
へ
。

-
間
合
先

一
市
道
の
通
行
制
限

市
道
東
又
線
〈
第
五
発
電
所
下
流

一J
い
川
)
彦
佐
ヱ
門
僑
災
害
復
旧
工

事
の
た
め
、
車
両
の
通
行
を
禁
止
し

ま
す

(歩
行
者
可
)。

・

期

岡

山
月
日
日
(金
)
j
日
月

日
日
(金
)

市
建
設
課
へ
。

日間

平火 舎
のん

閏

木
即

7t! 
..o.. 
Z玄

叩
月
日
日
(
日
)

午

前

9
時

i
午

後

3
時

サ
ザ
ン
カ

・
ツ
バ
キ

・

ク
リ

・
ウ
メ

・
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
伽
種
、

4
0
0
0
本

・
間
合
先

新
川
森
林
組
合

(
E
n

1
0
1
1
1
)
へ
。

時

種

類

雇
用
主
の
方
へ

-
高
年
齢
者
多
数
雇
用

奨
励
金
制
度

高
齢
者
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

た
め
、

ω歳
以
上
白
歳
未
満
の
雇
用

被
保
険
者
が
、
従
業
員
数

の

4
%
を

超
え
る
事
業
主
に
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

・
間
合
先

(社
)富
山
県
雇
用
対
策

協
会

(
8
0
7
6
4
l
c
|
2

0

5
5
)
へ
。

・
育
児
休
業
制
度

平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら
、

一
歳

未
満
の
子
を
養
育
す
る
男
女
労
働
者

に
、育
児
休
業
を
す
る
権
利
を
認
め、

事
業
主
に
は
奨
励
金
を
支
給
す
る
育

児
休
業
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

・
間
合
先

富
山
県
婦
人
少
年
室

(
宮
0
7
6
4
l
n
|
2
7
4
0
)
へ
。

.
労
働
保
険
の
強
制
加
入

労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
す
る
事
業

所
は
、
す
べ
て
適
用
(
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
く
)
と
な
り
、

事
業
主
や

労
働
者
の
意
志
の
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
強
制
的
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
間
合
先

魚
津
労
働
基
準
監
督
署

(
g
n
1
0
5
7
9
)
又
は
、
魚
津

公
共
職
業
安
定
所

(
宮
μ
|
0

3

6

5
)
へ
。

秋

の

防

犯

運

動

-
運
動
の
重
点

①
暴
力
追
抜
(暴
力
団
の
排
除
)

②
少
年
の
非
行
防
止

③

コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
防

犯
対
策
の
推
進

・
主
な
事
業

①
三
世
代
交
流
防
犯
ふ
れ
あ
い

フ
レ

ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
大
会

日
月
ロ
日
(
土
)
午
後
l
時

l

本
江
小
学
校

②
防
犯
剣
道
大
会

叩
月
日
日
(
日
)午

前

9
時

1

村
木
小
学
校

③
ノ
ー
モ
ア

「非
行」

日
月
日
日
(
水
)午
後

7
時
i

魚
津
笹
察
署

司ぷ霞込

明
みんなで見つめる

明日の防犯

21 111 
世|マ|

紀
女を
惇拓
ztく
1又

害リ

ー
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
り

ふ
る
さ
と
の
創
造
を

め
ざ
し
て
|



-iご寄付ありガとう t 将 保
来 険

ございました く敬称時 、料;:.....-.老 の

1 齢 納
t>社会福祉基金として | 

|基 付
美谷義雄住吉 50，000円|礎 が

米田信義上口二丁目 30.000円|年 滞

兵門示節社中 本町一丁目 50，000円|金 る
|の と

t>善 意銀行へ |受

北山 三郎住吉 10，000円|給

野村 幸 男立石 5，000円 l に

松本久次住古 30，000円

金坂長三吉野 30，000円

尾崎正稔大光寺 100，000円

馬場要成大海寺町 100，000円

魚津保育園職員一同 3，900円

谷口 貞夫江口 10，000円

以下隆夫蛇田 50，000円

上 村 木親和会 14，400円

寺111奇究悦観音堂 30，000円

高 i~ifl 政男 新金屋二丁目 50，000円

友出道的新角川二丁目 10，000円

松下屯子工業(附屯子百IS魚津分会

東山 113，050円

小林令次郎本江新町 100 ， OOOfIj 

米 田伝義上LI二丁目 50，000円

此浦山 京 子 並 木 町 100，000円

有沢武ú~f~ +11汀二丁Fl 5， OOOP::j 

干田 賀古野 50.000P::j 

林 政雌北山 100，000円

三IIIt.i令次郎金浦町 10，000円

(イOff;I.沖鋭金古山 5.000円

仁〉市広報送付謝礼として

‘|三塚きく υ:大 阪){.fi'qfl集10;1ini 
IfJj松きくよ大阪府大阪 TIi~ 60 ， OOOP-j 

占III:'i きよ大阪府大阪 rliJ

= 巾 iE五千葉県~I(~情 ï li 10，250円

ご利用ください

二電話情
・ rli政 '!'j小判~テレホ ンサービス

fi22-3600 

.キャプテン ・サーヒス (テレビ阿1M奈

内 )rI'i役所ロビー 、水扶館無一料休息所

. ;}<人テレホ ン・サ ー ビス (，~~I. i京公;U.:-~ilX

業安定所)男 r(月~本)

T.:‘ r (全~ニトJ 宮 24-8841

・悦務テレホン ・サービス (税務相談

宅山 山分主 ) 宮 0764-31-9222

・健康テレホン ・サービス (県保険医

協会 ) 包 0764-42 -0003 

10月のテーマ

(JJ) B Jf;'!肝炎

(火) 斗'1鳴りについ て

(ぷ) 貧 JIllを起こす f直前J11草

(本) l'街周病になったら

ω 白内障について

(:-仁・日) スポーツと健康

平成 3年10月一一…一………一一…一一
-
更
新
時
期

叩
月

1
日

・
証
書
の
色

薄
い
赤
紫
色

-
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い

の
に
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
に
は
、
保
険
証
の
代
り
に
「
資

格
証
明
書
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
、

世
帯
員
に
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

0

・
間
合
先

市
民
課
国
保
係
へ
。

国
保
の
保
険
証

更
新
さ
れ
ま
し
た

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

広報うおづ(13) 

結
び
つ
か
な
い
こ
と
や
年
金
額
の
減

少、

万
一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
口
座
振
替
が
便
利
で
す

老
後
の
生
活
の
支
え
に
、
国
民
年

金
保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん
と
納
め
ま

'しょ、っ
。

・
間
合
先

市
民
課
年
金
係

(g
n

|
2
2
0
0
内
線

1

1
3
)

へ

消
費
者
購
売
行
動

調
査
の
お
願
い

(
電
話
で
)

叩
月
上
旬
よ
り
、
無
作
為
抽
出
に

よ
る
電
話
で
の
簡
単
な
消
費
者
購
売

行
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

間
合
先

魚
津
商
工
会
議
所

(
宮
2

1
1
2
0
0
)
へ
。

終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

(
税
関
か
ら
)

通
貨

・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て

い
ま
す

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
家
族
の
方

で
も
で
き
ま
す
。

-R終戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
掲
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
後
の
悦
関
、

海
運
局
に
聞
け
ら
れ
た
通
貨

・
証

券
な
ど
。

女
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

事
館
な
ど
に
傾
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た

も
の
。

。
間
合
先

富
山
市
東
岩
瀬
海
岸
通

口
ー
2
富
山
港
湾
合
同
庁
舎
内
伏

木
税
関
支
署
富
山
出
張
所

(
8
0

7
6
4
|
幻

1
9
8
9
5
)
へ
。

ア

ユ

イ

ワ

ナ

・
ヤ

マ

メ

さ

け

ま

す

-
ア
ユ
の
禁
漁

9
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
産
卵
期
に
入

り
ま
す
の
で
、
禁
漁
と
な
り
ま
す

0

・
全
面
禁
漁

叩
月
1
日

1
7
日

は
月
l
日
i
翌
年

4
年
6
月
日
日

・
指
定
区
域
の
禁
漁

9
月
却
日

i
m月
白
日

1

角
川

l
国
道
8
号
線
角
川

俄
下
川
儲
か
ら
北
陸
本
線
鉄

柄
上
流
ま
で
。

2

片
貝
川

・
布
地
川

l
富
山

地
方
鉄
道
線
鉄
僑
下
流
端
か

ら
上
流
側

m
ま
で
。

-
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
の
禁
漁

禁
漁
期
間

叩
月

1
日
1
翌
年

4
年

2
月
末

報二

県
内
全
河
川
で
採
捕
禁
漁
と
な

り
ま
す
。

問
合
先

市
農
政
課

(
2
2
1
2

2
0
0
内
線
引

)

へ
。

-
さ
け
・
ま
す
の
採
捕
禁
止

河
川
へ
の
そ
上
を
促
す
た
め
、

祭
止
期
間
及
び
禁
止
区
域
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
禁
止
期
間

叩
月

1
日
1
ロ
月

訂
日

-
禁
止
区
域

l

早
月
川
H
H
河
口
中
央
か
ら

半
径
捌

m
以
内
の
海
域

2

片

貝

川

1
河
口
中
央
か
ら

半
径
捌

m
以
内
の
海
域

間
合
先

県
水
産
漁
港
課

(
8
0

7
6
4
1剖
1
4
1
1
1
内
線
制
)
へ
。
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広報うおづ

一一
一
舘
ら

日
書
|
問

一貫一日

10月の日曜開館

13日・ 27日

翌日月曜日は休館です

側関側 欄 欄 側 側 側 欄 側側関総ぬ糊欄欄欄欄側関欄燃側悶悶悶欄悶悶悶悶悶悶悶欄欄欄欄欄側関1 平成 3年10円

一
冊
の
興
奮

一
冊
の
感
動
・
:
⑦

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

い
ま
、
飲
み
水
が
恐
ろ
し
い

ト

し

干

』

一

、

斗
寸
附
Z

J

ノ

ア

ラ

ブ

の

論

理

ア

ル

リ

フ

ァ

イ

は
み
だ
し
人
聞
の
系
譜

杉

本

苑

子

凶
い

1
1
l
J
Y

、

j
l
l
、

l

地
球
は
救
え
る

ア
メ
リ
カ
仰
の
キ
ー
ワ
ー
ド

日

火

旧

同

告

1

f

j

 

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め

の
休
養
学

岩

崎

輝

雄

〈
文
学
・
小
説
〉

草

の

径

松

本

清

張

時
の
雫

木
崎
さ
と
子

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
全
症
候
群

中
島

梓

〈
富
山
の
本
〉

随
想
か
た
か
ご

富
山
県
人
社

越
中
の
古
戦
場
を
歩
く

塩

黒
部
川
扇
状
地
の
文
化
地
理

喜
見
城
合
同
句
集

貸
し
出
し
は
、

間
で
無
料
で
す
。

ひ
と
り

3
冊

2
週

l
 
l
 

--a'' 

柳

教

室

日
月
日
日
(
水
)

午
後
1
時
ぬ
分

l

「
味
覚
」
「
動
く
」

「雑
詠
」
二
句
づ
っ

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
社
編
集
長
)

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
薮

内

と

し

子

様

(

立

石

)

マ
津
田

三

郎

様

(

小
矢
部
市
)

マ
小

竹

健

一

様

(

鎌

倉

市

)

会

と

き

* 兼

題

み
ん
な

お
し
ら
せ

1
日
(
火
)

映
画

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝

8
日
(
火
)
工
作

紙
コ

ッ
プ
で
つ
く
ろ
う

日
日
(
火
)

映
画

ア
リ
バ
パ
と

ω人
の
盗
賊

幻
日
(
火
)

工

作

は
り
え
で
あ
そ
ほ
う

m日
(
火
)

工

作

と
び
だ
す
カ
ー
ド

午
後
4
時

1
4
時
却
分

幼
児
l
小
学
生
(無
料
)

と

象き

対

;段:
:ω: 
:大:
:好:
:き:

口
読

の

秋

口

量量
Eヨ

照
夫

大

町

幼

年

長

横

江

明

菜
さ
ん

(
右
)

大

町

小

4

年

横

江

絵

理

奈

さ
ん
(
左

と
き
ど
き
け
ん
か
も
す
る
け
れ
ど
、

と
て
も
仲
良
し
姉
妹
で
す
。

絵
本
や
童
話
が
好
き
な
の
で
、
毎

週
ふ
た
り
で
借
り
て
い
ま
す
。

市

民

会

館

催

物

2

2
1
1
3
0
2
 

能大金 津市老色
大会婦表意見尭人全人魚津連告婦市 合新作舞踊尭圭研究所妙子佐藤舞踊

のこプピ

表尭告アノピ上楽庖器川

アピノすあな
音楽ぷz』z ども 音の アノ

Hii 

の絵グ 発表~エ会ろ

物

人 fこ jレ 名
ヨτ旦又r め|

AM30 PM 27 PM 20 分間 19 AM 13 分 AM6 
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(
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で
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日
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の
行
事

児
童
館
交
流

叩
日
(
日
)

午
前
日
時
i

黒
部
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
な
ど

申
込
期
限
叩
月
幻
日
(
日
)ま
で

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民

の
祝
日

n

d
ヤ
ム
，
ヤ
ム
ダ
ヤ
A
P
V
A，

vaダ
ヤ
A
a，ヤ
A
a，
V
A，
ヤ
A
dヤ
A
，
V
A，

va，
V
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.“

「鴻
没
後
流
レ

「広
報
お
し
ら
せ
版
」
を
も
、
つ
け
て

か
ら
四
か
月
。

日
月
号
か
ら
は
、

「広
報
お
し
ら

せ
版
」
の
色
を
、
今
ま
で
の
水
色
か

ら
濃
い
青
色
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
四
季
に
あ
わ
せ
て

色
を
変
え
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要

望
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

(H
)

桃
山
陸
上
競
技
場
が
、
日
月
刊
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
関
係
者
の
話

を
聞
き
、
実
際
に
競
技
場
を
見
に
行

っ
て
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
鴛
き
ま
し

た
。

こ
れ
が
あ
の
ノ
ン
チ

ッ
プ
ウ
レ

タ
ン
舗
装
ト
ラ

ッ
ク
か
、
こ
れ
が
三

千

m
障
害
の
水
溜
か
:・
走

っ
て
み
た

い
な
ノ・

日
月
日
日
、
地
区
対
抗
の
運
動
会

(
?
)市
民
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
活
躍
を
ヤ
ジ
馬
根
性
で
取
材
に

行
き
ま
す
の
で
待

っ
て
い
て
く
だ
さ

い
。
珍
プ
レ
l
:
:
:
期
待
し
て
い
ま

す
ヨ
。

(Y
)

印刷/魚津印制株式会社

(9月1日現在)

人口 (前月対比)

(男)23，922( +10) 

(女)25，916( + 4 ) 

計 49， 838 ( + 14 ) 

世帯数 14，373世帯

編集/企画広報室

市の人口


